
「白山市市民提案型まちづくり支援事業」では、平成２８年度に全部で２７

の特色ある事業が実施されました。

松任地区では１番の「ふるさと教育 地域活性化 推進事業」をはじめ、

ご覧の１３事業が行われました。

1



また、美川、鶴来、山ろく地域では、１４番の「白山市美川観光巡り推進事

業」をはじめ、ご覧の１４事業が行われ、それぞれの団体が、その持ち味を十分

に活かし、様々な活動に取り組まれました。

次に、それぞれの取り組みを順番にご紹介していきます。
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１．松任地区

松任地区振興会「ふるさと教育活性化推進事業」

この事業は、伝統的神事やお祭りに触れる機会が少なくなる中、この事業

を通して、地域の魅力を再発見すると共に、ふるさと松任に対する愛着心や

誇りを高めながら、地域の活性化に繋げることを目的に行われました。

ふるさとの歴史や、加賀の俳人「千代女」など地元の偉人を学ぶ講座など、

全部で７講座が行われましたが、地域の魅力を再発見することができ、まち

おこしのノウハウと、まちおこしの方向性を絞ることができた、という成果

ありました。
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２．松任地区

ＮＰＯ法人いーじーねっと石川「ウェルエイジングリーダー養成講座」

この事業は、要介護者の支援が課題となる中で、自らが健康寿命延伸のため、

生活習慣を改善することが必要であり、その担い手となる、地域の「健康まち

づくりリーダー」の養成を目的に行われました。

３日間に渡る体験型の講座では、専門職の方だけでなく、地域住民の方も多

数参加され、体のメンテナンス方法や体に優しい食べ物について学び、健康や

まちづくりに関する知識や技術を身に付けました。また、今後さらに事業を進

めていくための、マニュアルも完成いたしました。
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３．石川地区

傾聴ボランティア蝶聴（ちょうちょう）「介護予防サロン福蝶プログラ
ム」

この事業では、住み慣れた地域の、身近な通いの場として、福留南一丁目

地内に空き屋を活用した介護予防サロン、「福蝶（ふくちょう）」をオープ

ンしました。

毎週２回、クラフト教室や、昼食を楽しんだり、歌や体操でリフレッシュ

するなど、様々なプログラムが催されております。

利用者の方々も喜んで通われ、交流の場ができることで、「健康や身なり

にも気をつけるようになった、閉じこもり予防にも繋がる」との声が聴かれ

ます。
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４．笠間地区

白山市ふるさとかるた推進協議会「白山ふるさとかるた推進事業」

この事業は白山市内全域を題材とし、子ども達が遊びながら郷土に親しむ

ことができるかるたの作成を目指し実施されました。

１０８枚の読み札、絵札の句と絵柄は地域住民の方が考案し、完成品は市

内小学校、保育所、公民館に進呈され、新年にかるた大会を開催した地域も

あります。

今年度は、市内全公民館の協力の元、市内全地区対抗の「白山ふるさとか

るた大会」の開催に向けて、準備を進めているところです。
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５．一木地区

ボランティア団体一木こども会「親子で農業体験、大根を極める！」

この事業は、核家族が増え、住民同志のつながりが希薄になるなかで、

年代や町内会の枠も超えてコミュニケーションを図り、より良い環境を次世

代に繋げようと実施されました。

昨年度は、年上世代の手助けもいただきながら、大根の栽培、収穫、大根

寿し作りを親子で体験しました。

農業に対するイメージの変化、収穫したものを食べる喜びなど、さまざま

きっかけづくりになったようで、今年度は「もち米」の栽培に取り組み、地

区の活性化に繋がるように事業を進めています。
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６．出城地区

ブールスポーツ白山「ブールスポーツの普及と健康増進プロジェクト」

この事業では、スポーツを通しての健康増進に着目し、気軽に行えるス

ポーツの普及と、健康状態の認識を行うための取り組みが行われました。

昨年度は、「ブールスポーツ」の指導者養成や体験会により、愛好者の増

加に努め、「健康チェック」の実施により、地域住民の健康意識を向上に繋

げました。

今年度は、「ペタンク」の普及活動と健康チェックの定期的な開催、案内

用ＤＶＤの作成により、さらに地域の健康づくりを進めていきます。
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７．中奥地区

中奥地区町内会長会「中奥子育て環境とまちづくりを考える事業」

この事業では、地域出身で芥川賞作家の本谷有希子さんを招いて、

『郷土が彼女に与えたもの、郷土に残したもの』と題した講演会を行いまし

た。

本谷さんには、幼少期の思い出や、中奥で育った影響、制作秘話などを、

郷土への思いを盛り込みながら語っていただきました。

父「文雄（ふみお）氏」との親子対談も行われ、生まれ故郷との繋がりが

うかがえる講演会となりました。
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８．林中地区

歩こうさはやしなか推進委員会「ノルディックウォーキングで健康寿命

を延ばそう」

この事業は、ノルディックウォーキングを通じ、生きがいのある生活と、

健康で笑顔あふれる人づくり、まちづくりを目指して行われました。

ウォーキングの練習会を行い、それぞれが体調の自己管理に努めたほか、

遠征などの行事を行い、運動の楽しさを啓発しました。

今年度は、ウォーキングマップの作成や立て看板設置などで、気軽に

ウォーキングが行える環境を整え、地域住民の健康作りに繋がる活動を行っ

ています。
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９．林中地区

林中じょんがら推進委員会「林中じょんがら推進事業」

この事業は、林中地区の踊り「林中じょんがら」を復活させ、後世に伝え

ていこうと実施されました。

昨年度は担い手発掘のため、踊りや三味線の練習会を重ねて行い、幼児も

含め多数の方が参加したほか、各種行事や施設慰問において、じょんがらの

披露を行いました。

今年度は、太鼓や笛、唄の練習も行い、「林中じょんがら」を地区全体で

演奏し、唄える基盤を作っていきます。
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１０．郷地区

郷地区社会福祉協議会「郷地区ふれあいスポーツ交流事業」

この活動は、多世代で気軽にできるスポーツ、スカットボールとカローリ

ングを用いて、地区住民の方々の親睦を図ることを目的に行われました。

１１月２７日の、「ふれあいスポーツ交流会」を目標に、事前練習で競技

に親しみを持ってもらいいただきました。当日は多数の参加があり、大いに

楽しんでいただけました。

今後は、更に競技の周知に努め、定期的に大会を実施し同好会の発足に繋

げていきたい、とのことです。



１１．山島地区

山島地区町内会長会「山島美しいまちづくり運動」

この活動は、新旧地区住民の交流と、地区全体の「美しいまちづくり」活

動によるボランティア意識の向上を目指して行われました。

昨年度は公共施設の清掃活動を行い、住民の方々が過ごしやすい環境を整

えたところ、感謝の声も多数寄せられ、参加したかったとの声もあったそう

です。

今年度は、新旧住民の交流をさらに深め、新しいボランティア組織の設立

を視野に活動していきます。
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１２．千代野地区

千代野音頭保存会「踊りんピック千代野2016」

千代野音頭保存会は、幅広い世代が元気に踊るまちづくりを目指し、この

イベントを開催しました。

当日は、山田市長も激励を述べられ、千代野音頭の披露や、振りつけダン

スコンテストで、様々な創作踊りが披露されました。

今年度は、平成３０年に迎える、千代野開町４０周年と千代野音頭誕生２

０年を控え、地域一丸となって新たな曲と振りつけの創作に取り組まれてい

るところです。
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１３．加賀野地区

ＫＧＮフレンドクラブ「働く世代の交流会」

この事業では、この先の地区の活性化を図るために、働く世代が中心とな

り、将来的な指導者育成も期待し、親も子どもも含めた交流会を開催しまし

た。

普段は顔を合わせることの少ない方々が８０名ほど参加され、飾り巻き寿

しの体験や、加賀野地区の星空を鑑賞。今後の加賀野地区について意見交換

行い、さまざまな会話の場づくりとなりました。

今年度は、独身男女にも参加を呼びかけ、婚活に結びつくことを期待し、

事業を継続していきます。



１４．美川地区

美川おかえりの会「白山市美川観光巡り推進事業」

この事業では、これまで美川地区には観光パンフレットがなく、来訪者に

不便をお掛けしていたため、名所、旧跡を集約した「まち歩きマップ」を作

成いたしました。

これは、観光マップとしてだけでなく、地域の自然や歴史などを盛り込み、

ふるさとを知る資料として、小学校の教材にも活用されています。

今年度は、美川地区の歴史書を子供達にも分かりやすくまとめる事業に

取り組まれており、１１月頃の完成を目指しているとのことです。

16



１５．美川地区

美川自然人クラブ「手取川河口域の豊かな自然の発掘・保全・ＰＲ活動」

この事業は、手取川の生き物の生息実態、環境を把握し、ふるさと美川の

住み良さの改善と活性化を図り、未来の子どもたちに繋げることを目的として、

「生き物調査」や「野鳥観察会」を行いました。

今年度は、「地域の魅力向上」と「ふるさと教育」につながることを期待し、

総仕上げとしての「美川生き物リーフレット」の作成に取り組んでいます。
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１６．蝶屋地区

蝶屋桜守の会「蝶屋桜のまちづくり」

この活動は、将来に渡る住民の憩いの場と活気あるまちづくりを目指し、

桜の名所づくり活動として、アプリコットパークに桜の苗木を植樹し、管理

育成の研修会や、平成２９年度開催の「桜めぐりヘルスウォーキング大会」

の準備などを行いました。

結果、新規入会者も増え、会の活動に対する理解も広がりを見せており、

今年度は、桜マップの展示や、来年度開催予定の「桜まつり」開催に向けて

弾みがついているところです。
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１７．湊地区

小舞子の黒松と渚を守る会「小舞子海岸の黒松保全事業」

この事業では、小舞子海岸周辺の黒松林の再生を図り、地域の資源として

活用、来訪者の増加と、地区住民のふるさとへの意識向上に繋げる活動を行

いました。

まず、公園や海岸の清掃活動と、黒松林の保全活動を定期的に実施したほ

か、活動紹介や、他市団体の視察により、活動への理解と広がりに努めまし

た。

今年度は、合同講習会や堆肥化の研究、黒松林周辺域のパンフレット作成

を行い、更に目的達成に向けた活動を進めています。
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１８．蔵山地区

御蔵山地域活性化委員会「御蔵山郷土史発掘活用事業」

槻橋城跡やその周辺の文化遺産を、新旧住民が一体となり整備し、その魅

力を発信することでまちの活性化に繋げようと、この取り組みが始まりまし

た。

槻橋城登り口などの案内板の設置、周辺の清掃活動、「蔵山ぶらり史跡

マップ」の作成を行い、周辺の駅舎や蔵山地区全世帯に配布しました。その

活動は新聞紙上にも掲載され、問い合わせのほか散策者も多くみられました。

今年度は、現在槻橋城登城道の整備が順調に進んでいるところです。
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１９．河内地区

河内地区団体代表者連絡協議会「かわち夏祭り」

この事業では、河内地区で途絶えていた「盆踊り」を、かわち保育園の

「夏祭り」で復活させようと、地区の各種団体で実行委員会を立上げ、地域

ぐるみで運営する催しを開催しました。

当日は、模擬店のほか「福岡扇おどり」の輪踊りも披露され、のべ５００

人が参加、大変盛大で住民の交流が図れたとのことです。
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２０．吉野谷地区

白山吉野谷青年団「休眠地利活用事業」

この事業では、休眠地の利活用の可能性を探り、地域の賑わいづくりにつ

なげようと、各種団体と連携のもと、集客の見込まれるイベントを計画しま

した。

そこで、積雪の多い地の利を活かし、旧中宮温泉スキー場跡地にて「ウイ

ンターランドin中宮」を開催、地域資源を活かした盛りだくさんの内容で、

悪天候にも関わらず200人もの集客があり、大変盛況でありました。

特にいのししのふるまい汁が好評で、地域資源のＰＲのきっかけとなりま

した。
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２１．吉野谷地区

白山白川郷あそび方研究所「手取峡谷周辺域の情報マップ制作事業」

「手取峡谷周辺域」には観光資源を集約したマップがなく、観光客の問い

合わせに十分答えられていませんでした。そこで、この事業では、多様な地

域資源を効果的に発信しようと、情報観光マップ制作に取り組みました。

地域関係者のほか、大学生など、幅広い立場の方がワークショップ形式で

制作に携わりました。斬新なデザインの紙面は、周辺域の魅力が一目でわか

るものとなりました。
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２２．鳥越地区

鳥越ワカモノの会「若者による地域活性化推進事業」

この事業では、若者らしいユニークなアイデアで、一向一揆まつりを盛り上

げようと、地域の特産品「そば粉」を使った「パンケーキパフェ」の販売や、

２千個のキャンドルを使用したキャンドルアートの制作・展示が行われました。

特に、パンケーキパフェは大盛況で、用意した２００食が祭りの途中で完売

してしまったとのことです。

今回の事業が鳥越のＰＲに繋がり、活性化の大きな一歩になったとのことで

今後、一層の活躍が期待されます。
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２３．鳥越地区

鳥越てんば菜の会「鳥越てんば菜普及事業」

この事業では、鳥越地区に古くから伝わる家庭料理「てんば菜」を後世に

伝えようと、作業所を確保し、地域の方に作り方を教えるための料理教室が

開催されました。

「鳥越てんば菜の会」からは、今後も昔ながらの味を守り、より多くの人

にＰＲ活動を行い、地域と連携し白山ろくの活性化に微力ながら貢献してい

きたいとの報告がありました。
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２４．尾口地区

リトルモウ「子どものための「文弥人形浄瑠璃・でくの舞」

この事業では、「尾口のでくまわし」の演目の一つ、「酒呑童子・大江

山」を子どもたちにも分かりやすく伝えようと、絵本化しました。

絵本は、市内の小中学校、公民館等に寄贈したほか、紙芝居も作成し、吉

野谷保育園での読み聞かせ会では、園児たちも熱心に聞き入りました。また、

図書館で絵本を読んだ学生が、東二口文弥人形まつりに来場するなど、次世

代への裾野の広がりが期待されます。

今年度は、一般の方への広がりも視野に、２作目として「大職冠（たい

しょくかん）」の絵本製作に取り組んでいます。
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２５．尾口地区

Callengfarm 「チャレンジファーム・ＩＣＴ活用猛獣対策他実証実験」

この事業では、近年増えているクマやイノシシなどの鳥獣被害に対し、スマホやタ

ブレットといった、身近なIT機器を用いた対策を試みました。

尾口のミントレイノ敷地内の畑に、監視カメラを設置し、ＩＴ機器と接続、リアルタイ

ムで鳥獣の出現を知らせる仕組みです。 また、住民向けの活用講習会も企画し

ました。

今後も動作環境を検討するなどして、違った角度から、実験を進めていきたい

とのことです。
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２６．白峰地区

シラミネ大学「白峰PR動画作成事業」

２７．白峰地区

孫心隊「白峰カレンダー作成事業」

白峰地区の２つの取組みは、どちらの事業も、まちに残る若者達が地域の

魅力を発信し、地区外の方にも、白峰出身の方にも地元の良さを再認識して

いただき、交流人口の増加と、ＩＪＵターンのきっかけ作りに繋げようと行

われました。

作成には、地域住民の全面的な協力の元に行われ、ＰＲ動画には、

約４０人の方が出演されました。
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カレンダーには、白峰の自然やお祭りといった、１年をとおした風景のほ

か、白峰弁も盛込まれ、白峰の暖かさを感じさる作品となりました。

完成披露会にも多数の出席があり、地域の方々の関心が伺えた、とのこと

です。

なお、PR動画はYouTubeでの公開のほか、いくつかのメディアで紹介され、

白峰カレンダーは地域に全戸配布したほか、今後も各関係機関や地域住民等

を通じて配布していき、白峰の魅力発信してくとのことです。
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